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山川偉也教授略歴及び著作目録
A BRIEF PERSONAL HISTORY AND WORKS
OF PROF. YAMAKAWA HIDEYA
学 歴
1962・3 同志社大学文学部哲学専攻卒業
1964・3 同志社大学大学院文学研究科哲学専攻修士課程修了
1967・3 同志社大学大学院文学研究科哲学専攻博士課程単位取得修了
職 歴
1975・4―1976・3 桃山学院大学経済学部助教授に就任
1976・4―1977・3 教務委員, 人事委員（１年間）
1977・4― 経済学部教授に昇任
1979・4―1981・3 一般教育委員（２年間）
1981・4―1982・3 教務委員会次長, 人事委員（１年間）
国際文化論集 №39
― ―348
山
やま
川
かわ
偉
ひで
也
や
YAMAKAWA HIDEYA
桃山学院大学法学部教授
桃山学院大学大学院文学研究科教授
[2008年度 (在職最終学年度) 担当学科目]
法哲学 論理学
西洋思想史 西洋古典語 ギリシア語
世界市民 国際文化学基礎・特殊研究演習
ヨーロッパ文化学研究
1982・10―1983・3 特別研修員（ギリシア, アテネ大学客員教授）
1983・4―1984・3 教務委員, 教職課程委員（１年間）
1985・7―1986・3 総合講座制度検討委員（１年間）
1986・4―1989・3 文学部増設準備委員（３年間）
1986・4―1987・3 教務委員（１年間）
1987・4―1987・9 特別研修員（国内）
1988・4―1989・3 教務委員（１年間）
1989・4― 文学部教授に就任
1989・4―1991・3 一般教育部長, 大学評議員, 法人評議員（２年間）
1989・4―1994・3 文学部設置事務処理委員会委員（４年間）
1989・4―1990・2 桃山学院建設委員（１年間）
1989・4―1990・3 人権委員会委員長（１年間）
1991・4―1993・3 文学部長, 法人評議員, 大学評議員, 不利益回復措
置委員（２年間）
1992・4―1993・3 法人理事, 自己評価検討委員（１年間）
1993・4―1994・3 特別研修員（アテネ大学哲学部客員教授）
1995・4・15 20年以上永年勤続者として表彰される
1995・4―1997・3 社会教育センター長, 大学評議員（２年間）
1995・11― エクステンション事業プロジェクトチーム委員
1997・4―1999・3 大学自己評価委員会委員（２年間）
1998・4―2000・3 大学評議員（２年間）
2001・4―2002・3 大学評議員（１年間）
2002・4― 法学部教授に就任
2002・4―2004・3 大学評議員, 国庫助成委員会委員（２年間）
2002・4―2003・3 自己評価委員会委員（１年間）
2003・4―2004・3 自己評価委員会委員長（１年間）
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2004・4―2006・3 大学院文学研究科長, 大学評議員, 大学院委員会委
員（２年間）
2007・4―2008・3 特別研修員（国内）
2008・4―2009・3 特別研修員選考委員
学 位
1962・4 文学士（同志社大学）
1964・4 文学修士（同志社大学）
1997・7 名誉哲学博士（アテネ大学）
賞 罰
1988・8・31 Honorary Citizen of Pythagorion, Samos, Greece
ピュタゴリオン（サモス, ギリシア）名誉市民の称号を授
与される.
1991・8 Diploma of Pythagorion, Samos, Greece
ギリシア哲学ならびに文化への寄与に対してピュタゴリオ
ン市より文化功労賞を授与される.
1993・7 Honorary President of the International Association for Greek
Philosophy
国際ギリシア哲学協会名誉会長に就任―現在に至る.
1997・7 Diploma of Lepreaston, Olympia, Greece
オリュンピア・レプレアストス市より文化功労賞を授与さ
れる.
1997・7・3 Honorary Doctor of Philosophy, University of Athens, Greece
アテネ大学理事会定例審議事項外議題第５項目として名誉
哲学博士号授与の決定がなされ, ７月13日に公布される.
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1998・3・11アテネ大学ディモプロス学長より, 1997年７
月３日理事会において山川偉也に名誉哲学博士号を授与す
る決定がなされたこと, 1998年４月29日に名誉哲学博士号
授与式を行なうことになった, との通知あり. 1998・4・
29アテネ大学儀典堂において名誉哲学博士号授与式が行な
われる.
同会場において,「留まるものと過ぎ去るもの」(
	
	）という題目での記念講演を行
なう.
所 属 学 会
1961～現在 同志社哲学会会員
1964～現在 日本西洋古典学会会員
1975～1993 日本科学史学会会員
1979～1997 一般教育学会会員
1997～現在 大学教育学会（一般教育学会改称）会員
1988～現在 International Association for Greek Philosophy会員
1995～現在 日本科学哲学会会員
2000～現在 International Plato Society会員
2003～現在 International Symposium of Greek Philosophy会員
代表者を務めた共同研究プロジェクト
1979.4～1983.3 言語の本質についての総合的研究
1989.4～1992.3 ことばと論理 (Ⅰ）―その歴史的・総合的研究―
1992.4～1995.3 ことばと論理 (Ⅱ）―その歴史的・総合的研究―
1995.4～1998.3 ことばと論理（Ⅲ）―その比較文化的・言語哲学的研
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究―
1998.4～2001.3 ことばと論理（Ⅳ）―その比較文化的・言語哲学的研
究―
2001.4～2004.3 真・善・美の総合的研究
2005.4～2008.3 世界市民の論理と倫理―世界市民教育に向けて―
1964.4(01)25 [詩集]『落葉する帆柱の下に』へるめす書房（私
家版）pp. 52.
1967.8(01)28 [詩集]『夏』へるめす書房（私家版）pp. 28.
1977.9(01)38 『人間とイデア』法律文化社. pp. 368. ISBN3010
1070217729.
もくじ／まえがき
第一部 人間
一 ルートヴィッヒ・フォン・ベルタランフィの一般
システム理論／二 現代における人間の問題／三 自
己自身であるということ―デカルト的省察／四 [附
録] ヤーコプ・フォン・ユクスキュル／ゲオルク・ク
リサート著『生物から見た世界』[日高敏隆・野田保
之訳] 書評
第二部 イデア
一 第三の人間／二 Ａ・シュパイザー『パルメニデ
ス注釈―プラトン弁証法の研究―』についての覚書／
三 Ｇ・ヴラストスと第三人間論―‘The First Regress
Argument in PRM, 123A1-b2’ 1969, in Platonic Studies,
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著 作 目 録
著 書（単著)
001
002
003
1973の批判―／四 [附録] アンデルス・ヴェドベリ
『プラトンの数理哲学』日本語版序文／五 アンデル
ス・ヴェドベリとイデア論の形式化／あとがき
1986.12(01)47 『ギリシア人の哲学と世界観』 玉川大学出版部 pp.
362. ISBN4472077817 C3010.
目次／序論
第一部 古代ギリシア人の世界観
一 文化の論理としてのアナロギア／二 古代ギリ
シアの流血儀礼
第二部 エレア学派の哲学と数学
一 《始原》の歌―パルメニデスの序歌／二 ギリ
シア演繹数学の起原
第三部 イデア論の基本的問題をめぐる三つの対話
第一の対話Ⅰ 『国家』篇五九七Ｃ～Ｄにおける
｢寝椅子のイデア｣／Ⅱ 『パルメニデス』篇におけ
る「第三人間」論／Ⅲ プラトンのイデア文法 228
第二の対話Ⅰ ｢第三人間」論と意味論的パラドッ
クス／Ⅱ イデアの離在性と同一性／Ⅲ プラトン
の言語階型理論／Ⅳ 『ソフィステス』における異》
のイデアとイデアの自己分有
第三の対話Ⅰ 	
をめぐる問題提起／
Ⅱ プラトンの切断とイデア論の意味論的側面／
Ⅲ 藤沢論文―その主旨／Ⅳ 藤沢論文の問題点を
めぐって／Ⅴ ｢分有」論か「範型」論かの二者択
一は正しいか（１）Ⅵ ｢分有」論か ｢範型｣ 論か
の二者択一は正しいか (２)／Ⅶ 『ティマイオス』
篇におけるコーラ（）の問題 (１)／Ⅷ 『ティ
マイオス』 篇におけるコーラ () の問題 (２)／
Ⅸ 『ソフィステス』 篇における ｢最も重要な類｣／
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Ⅹ 虚偽言明とイデアの分有
あとがき／収録論文初出／参考文献／索 引
1987.5(01)48 『哲学と科学の源流』 世界思想社 pp. xiii+278.
ISBN4790703231.
(『古代ギリシアの思想』講談社学術文庫の原版
プロロゴス／1 コスモスからの出発／2 ミレトスの眺
望／3 タレスとその後継者たち／4 ピュタゴラスとそ
の学徒たち／5 クセノファネスとヘラクレイトス／5
パルメニデスの挑戦／7 ゼノンの逆理と多元論者たち
の応答／8 ソフィストとソクラテス／9 プラトン―政
治思想とイデア論／10 アリストテレス―存在・自然
・人間／11 終章／
パルメニデスの故郷―｢あとがき」に代えて 注・
索引・地図
1989.8(01)50 [詩集]『念珠と車輪』へるめす書房（私家版）
pp. 100.
目次 三重の殻 偈十 渡河
偈一 馬頭観自在菩薩 拾遺 魂＝感覚器
偈二 如意輪観自在菩薩 夕陽
偈三 愛染明王 未来からの影
偈四 弥勒菩薩 氷雨
偈五 阿修羅 師よ
偈六 不動明王 惜別の辞―反歌
偈七 聖林寺十一面観自在菩薩 のうぜんかつら
偈八 ともしびの輪 子守唄のかわりに
偈九 念珠と車輪 あとがき
1993.5(01)54 『古代ギリシアの思想』講談社学術文庫 pp. 460.
(『哲学と科学の源流』世界思想社の改訂増補版）
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004
005
006
ISBN4061590758.
目次／まえがき／プロロゴス
1 コスモスからの出発／2 ミレトスの眺望 ／3 タレ
スとその後継者たち／4 ピュタゴラスとその学徒た
ち／5 クセノファネス／6 ヘラクレイトス／7 パルメ
ニデスの挑戦／8 ゼノンの逆理／9 多元論者の登場／
10 ソフィストとソクラテス／11 プラトン―政治思想
とイデア論／12 アリストテレス―存在・自然・人
間／エピロゴス（終章）
パルメニデスの故郷／注／年表・地図・参考文献・索
引
1996.2(01)57 『ゼノン―４つの逆理』 講談社 pp. 302. ISBN406
206400
目次
第一章 ４つの逆理
第二章 飛ぶ矢は飛ばず
第三章 アキレスは走った, が走らなかった
第四章 多の本性
第五章 パスカルの眼
第六章 エレア学派と現代思想
エピロゴス―アキレスとその影 234
注／参考文献／あとがき
1998.4(01)59 Greek Philosophy and the Modern World, Studies in
Greek Philosophy Series, International Center for
Greek Philosophy and Culture, pp. 184. ISBN960
7670205.
Contents
Meditation on Philosophy /2. Heraclitus and Chuang-tzi :
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007
008
A Dialogue on the Unity of Opposites between East and
West / 3. Reductio ad absurdum / 4. The Mathematical
Structure of Zeno’s Paradoxes of Motion /5. Henri
Bergson and Zeno of Elea /6. Natural and Non-natural
Aspects of Modern medical Practices from the Hippo-
cratic and Traditional Greek Viewpoint /7. On the Notion
of Participation in Plato’s theory of Forms /8. Aristotle’s
Theory of Justice and the Modern World Selected Bib-
liography /General Index / Index of Greek Words
2004.5(01)65 	Ionia Publications, International
Association for Greek Philosophy & International
Center for Greek Philosophy and Culture, pp. 30.
ISBN9607670450.
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2008.1.(01)69 『哲学者ディオゲネス―世界市民の原像』講談社
学術文庫 pp. 500. ISBN978406159855.
目次
序章 ｢世界市民」の原像としてのディオゲネス／ 第
一章 ｢ディオゲネス伝」読解のために／第三章 シ
ノペ―通貨変造事件当日／第四章 通貨変造事件直前
・直後の顛末／第六章 狂ったソクラテス／第七章
ディオゲネスとアレクサンドロス大王／第八章 ポリ
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009
010
ス的動物と「獣」のアナロギア／第九章 ディオゲネ
スの奴隷制批判／第十章 自足して生きる／ 第十一
章 アリストテレスの正義論／第十二章 世界市民へ
の道／終 章 世界市民主義の地平 あとがき／参考
文献
｢ディオゲネス伝」逸話・トピック対照表／人名索引
500
2008.2.(02)69 Visible and Invisible in Greek Philosophy, University
Press of America. pp. xxii+355. ISBN-13 : 9780
76183953.
Contents
Acknowledgments
Introduction
Part I Presocratics Part II Eleatica
Part III Plato’s Metaphysics
Part IV Aristotle versus Diogenes of Sinope
Part V Three Dialogues on Greek Philosophy Bibli-
ography
Index /About the Author
著 書（共著)
2000.6(01)61 『論理開眼―事物ノ理ヲ論ラフ学ヒトシテノ論理
学』 (清水真一との共著) 世界思想社 pp. 170.
ISBN4790708217.
もくじ／まえがき（山川)／第１章 晴れてあつい
日曜日 (山川)／第２章 ｢筋違い」ということ (山
川)／第３章 反対・小反対・矛盾（清水)／第４章
｢事・物ノ理ヲ論ラフコトノ学ヒ」(山川)／第５章
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011
012
013
｢理｣ ということ (山川)／第６章 宮大工西岡常一の
言葉―理を見分けるということの大切さ―（山川)／
第７章 論理的含意について（山川)／第８章 命題
論理, その基本 (清水)／第９章 恒真命題 (清水)／
第10章 理由を求めることはつねに合理的であるとは
かぎらない（山川)／第11章 推論規則（清水）62
第12章 定言命題 (清水)／第13章 直接推論 (清
水)／第14章 定言三段論法（清水)／第15章 ルイス
・キャロルの論理学（清水)／第16章 格子図と ｢大
抵命題」(清水)／第17章 遡行的推理（１)―古名刀
の再現（山川)／第18章 遡行的推理（２)―医学的診
断と探偵術（山川)／第19章 診断の理（山川)／第20
章 公理系における演繹推論と 逆向き推論の効用
(山川)／第21章 ‘knowing how’ と ‘abduction’ (山
川)／第22章 ‘abduction’ と ‘tacit knowing’（山川)／
第23章 イソップ寓話とダニ（山川)／第24章 道具
連関（山川)／第25章 論理空間と世界（山川)／引用
・参考文献一覧（山川)／あとがき（山川)／索引
著 書（編著)
1988.5(01)49 『人間―その生死の位相』(山川偉也編) 世界思想
社 pp. 270. ISBN4790703363.
目次／序論 人間―その生死の位相（山川偉也)／Ⅰ
生と死の現実 1 終末期から生と死を省察する (谷嘉
代子)／2 生老病死（中元藤茂)／3 臓器移植が現代に
問いかけるもの（北村信夫)／4 ｢生きていること」の
生理学的仕組み（松浦道夫)／5 脳の死は心の死を意
味するか（山鳥重)／6 希望と絶望のはざまで (永津
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014
誠)／7 孤独と放置の中での生と死 (生瀬克己)／8 海
の死, 山の死, そして人間の死 (飯島伸子）Ⅱ 生と
死の思想 9 人はなぜ弔いの鐘を鳴らすのか（岩津洋
二)／10 戦争と死（尾川正二)／11 靖国の英霊―日本
近代の戦争と死（松浦玲)／12 朝鮮人の死観と「恨」
の物語（金学鉉)／13 ソクラテスの死―あるいはプラ
トン 『パイドン』 篇における「死の練習」(K・ブド
ウリス著・山川偉也訳)／14 わたしの死―エピクロス
の場合（山川偉也)／15 イエスの生・イエスの死（滝
沢武人)／16 核時代の生と死 (後藤邦夫)／17 死の教
育から生の教育へ（竹中暉雄)／文献目録／あとがき
(山川偉也）
1990.4(01)51 『古代地中海世界三千年の旅』へるめす書房. (桃
山学院大学補助金による出版）pp. 294.
目次
プロローグ (山川)／アテネ―アクロポリスを中心に
(山川)／アテネのタベルナ (赤瀬)／パルテノン (岡
本千加)／アテネのアゴラとソクラテス(山川)／アテ
ネの誘惑 (芦高)／デルフォイのアポロンとその神託
(山川) デルフイの白き遺構 (野末)／スパルタから
オリュンピアへ (山川)／オリュンピア (岡本)／ ナウ
プリオンの手招き (芦高)／クレタで暮れた (赤瀬)／
クノッソス宮殿(岡本)／ガラタ橋のほとりで(赤瀬)／
雨のガラタ橋 (野末)／トロイ物語 (山川)／ベルガマ
―古代ペルガモン (山川)／アスクレピエイオンのさ
さやき (芦高)／ミレトス―タレスの声 (山川)／プリ
エネ (山川)／エフェソス (山川)／クラロス―アポロ
ンの聖域とその神託 (山川)／テオス―イオニアの芸
能人ギルド都市 (山川)／イズミールのロカンタで
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015
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